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 令和７年第３回錦江町議会定例会一般質問 

質問者 質問事項 質問の要旨 質問の相手 

宿利原洋一 町道の舗装改

良について 

 

有村集落から笑喜方面に向かう町道松尾線の道路で

は、現在、降雨時に上部からの水量が多く、また、側

溝の幅も狭く、暗渠部が多いため、落ち葉が詰まり道

路に溢れ、路肩部が崩れている状態である。 

付近の住民が不安であるので、早急に改良してほし

いとのことであるが、今後の対策と実施について伺い

たい。 

町 長 

 

県道の舗装改

修について 

 

農村公園付近の県道に以前から段差があり、通行す

るのに不安であるとの声がある。 

舗装改修について、大隅地域振興局に依頼できない

か伺いたい。 

町 長 

水口 孝俊 錦江町総合振

興計画につい

て 

１．人口ビジョンについて、数値目標として 2029 年に

出生数 30人を掲げているが、達成するためにどのよ

うに取組むのか。 

２． ゼロカーボンの取組推進の重点課題に、５年間で

町内電力需要の 10%削減とある。公用車の電気自動

車切り替えが活動計画に挙げられているが、現在、

何台が電気自動車で、給電施設はどの程度あるか。

また、公用車の買い替えの基準を伺いたい。  

３．森林伐採が進む中、本町も条例を定め、植樹を決

行するようになったが、地主、管理者等、経営管理

はうまく進んでいるのか。  

４．林業の成長産業化に積極的に取組み、ドイツ並み

の木材需要に誘導支援とあるが、具体的にどういう

ことか。 

５．公共施設活用のコワーキングスペース、サテライ

トオフィス提供推進で、神川中学校跡地の実績や最

近の状況について伺いたい。 

６．外国人労働者の受け入れ体制や支援の仕組みにつ

いて、また、本町で仕事に従事している外国人労働

者の仕事内容を伺いたい。 

町 長 

浪瀨 亮祐 畜産振興につ

いて 

子牛生産農家のせり市出荷頭数は、令和元年累計で

は 1,173 頭、本町去勢メス牛の平均価格は 753,000 円

で、せり市取引価格は年間 883,700,000 円であったが、

令和６年では出荷頭数 1,239頭で、平均価格は 495,944

円であった。せり市年間取引価格も、614,475,000 円

まで減少をしているが、繁殖経営は本町の基幹産業で

町長も特に力を入れているが今後の展望について数点

伺いたい。 

１．10歳以上の高齢牛を淘汰し、更新した未経産牛に

町 長 
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対して 10万円助成する「繁殖雌牛の改良増殖に関す

る支援」を令和８年以後も継続する考えはないか。 

２．「町内産優良雌牛の改良増殖支援」の今後の継続と

子牛品評会での郡保留牛については、自家保留した

場合も対象牛にすることはできないか。 

３．「高栄養化粗飼料増産実証に関する支援」において、

新たな品種「ルジグラス」を実証作付けしているが、

ルジグラスに対する種子代助成への考えはないか。 

４．繁殖牛管理マニュアル実証事業の調査結果はどう

であったか。 

 

城下香代子 成年後見人が

できないこと

に対する事柄

への支援につ

いて 

成年後見人は、例えば入院時の保証人になることが

できなかったり、通院への同行ができない等の直接的

な支援ができないなど、命に直結する場面で対応でき

ない等の難点がいくつかあります。町民の方の「成年

後見人では入院時の保証人になってもらえない」との

落胆した声を聞きました。町の支援策を伺いたい。 

町 長 

新田町長公約

の進捗状況に

ついて 

町長就任後四年満期を迎える時期となりましたが、 

１．５つの公約について、簡単な進捗状況を伺いたい。 

２．特に、助け合いと高齢者に優しいまちづくりに 

ついて詳しく伺いたい。 

 

町 長 

落司 道子 町職員の人材

確保について 

１．３月議会一般質問の際、「４月以降に早急に社会人

枠による年内採用ができないか調査させている。年

内採用も含め、検討していきたい」とのことであっ

たが、その後、どういった現状であるか。 

２．人材の定着を図るため、働きやすい職場環境づく

りは重要である。担当部署によっては、休日出勤も

多いと考える。代休など規定の休暇は取得できてい

るのか。男性職員の育児休業取得についても併せて

伺いたい。 

町 長 

緊急時の対応

について 

７月 18 日に発生した斜面崩落により、国道 269 号線 

に全面通行止めとなり、鹿屋方面に行く際には、迂回

路を通行することとなった。案内板等は設置されてい

たものの、土地勘があまりない、情報機器に疎い高齢

者等にとっては大変であった。さらに、19日から３連

休に入り、役場への問い合わせもできず、苦労したと

いう声があった。 

 今後も、情報を取りづらいために対応に困る方が出

てくることも考えられるが、どのように対応していく

のか。 

 

町 長 
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木下 巧大 花瀬プールの

今後の活用に

ついて 

１．花瀬プールは、どのような経緯・目的で整備され 

たのか。また、現在は、観光や子育て支援の中で、

どのように位置づけているのか伺いたい。 

２．令和４年からの利用者の推移と、町内・町外利用 

者の割合について伺いたい。 

３．老朽化した設備の更新・改修の予定について伺い 

たい。 

４．花瀬プールを今後も町の観光資源・子育て支援・

教育の場として、どのように維持していくのか伺い

たい。 

 

町 長 

久保 勇太 社会福祉協議

会に関して 

 

 

 

 

社協は補助金受領団体であり、町から毎年多額の運

営補助金や事業の委託金などが支払われている。2017

年度から今日に至るまでの年度ごとの社協への補助金

や委託金などの公金受領額並びに年度予算に占める割

合、そして年度ごとの補助金や委託金の被害が無かっ

たのか伺いたい。 

その上で、本町からの運営補助金や事業の委託金の

規模は適正であったと考えるか。 

町 長 

広域連携に関

して 

 

１．広域連携の重要性に関して、急激な人口減少やイ

ンフラの老朽化等の課題に的確に対応し、持続可能

な形で住民生活を支えていくために、地域の枠を超

えた連携が重要であると総務省も示している。消防

や清掃、火葬なのどの事業は既に２市４町で一部事

務組合を組成し、事務事業の広域化を図っている。

その他の事業に関して広域連携を推進していく考え

はないか。 

２．急激な少子高齢化の進展に伴い、し尿処理事業を

始めとして、今後は保険、福祉、介護、そして教育

の分野に関しても段階的に広域連携を視野に入れた

取組が重要になってくると考えられる。現段階で具

体的な検討は進んでいるか。 

町 長 

 


